
Vol.130～あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院からの医院だよりです

～

風が吹くとまだ肌寒さを感じますが、春は確実に近づいていますね。今年の桜の開花予想は、例年よりも

少し早いようです。蜜を避けながら、お花見が出来たらいいですね。皆様、お元気ですか。院長の喜多です。 

今から約１年前、私たちの生活は、感染症拡大防止のために、大きな変化を迫られました。例えば、「ソー

シャルディスタンス」、「不要不急の外出を控える」という観点から、従来の通勤、通学のスタイルから、在

宅のテレワーク、オンライン授業へと切り替わりました。そして次第に、社会全体で、コミュニケーション

の方法が、従来の実際に会う対面式から、インターネット回線を利用したオンライン形式を積極的に採用し

たものへと変化し、急速に普及しました。オンライン形式は、従来の対面式と違って、「臨場感が足りない」、

「打ち解けて話しにくい」、「感情が相互に伝わりにくい」などのマイナスの評価がありますが、私自身、つ

ながらない、音が聞こえない、画像が見られないなどの失敗を繰り返して、オンラインの体験を増やして慣

れてくると、少しずつ前述のようなネガティブな感覚が減ったように思います。（特に、私と同じ、中高年以

上の方にとっては、まずは体験をして、数をこなして慣れることが、オンラインには大事だと思います。）

先月２３日の天皇誕生日の記者会見で、天皇陛下が、コロナ禍における「オンライン」について、お話を

されていましたので、一部をご紹介致します。感染症拡大で、従来の人と人との出会い、交流が困難になっ

た中で、陛下ご自身が、今出来ることは何かをお考えになり、普及した「オンライン」形式による交流を積

極的に取り入れられ、「オンラインでお話ししてみたところ、臨場感があり、人と人とのつながりを肌で感じ

ることができました。」、「オンラインによる活動に新たな可能性を見いだせたことは、大きな発見と言えま

す」というお言葉がありました。「オンライン」形式のコミュニケーションは、これからますます日常のもの

となり、生活に欠かせないものに進化していくように感じられます。まだまだ、私は慣れが必要なようです。 

小学校でこれから、パソコンやタブレット端末によるデジタル教材が本格的に導入され、プログラミング

も必須教科になります。今後のデジタル化にもついて行けるように、若い人の助けを借りたいと思います。

環境なのかもしれません。タブレット画面の動画で学習し、デジタルペンでノートを書くことが当たり前の

若い世代の『デジタル脳』が、これからのデジタル化が急速に進む社会においては、非常に頼りになると私

は信じています。年始に、帰省出来なかった子供達と一緒に、初めてオンラインゲームを体験しました。北

海道、東京、滋賀と離れていましたが、オンラインのおかげで、長時間楽しく過ごすことが出来ました。こ

れからも、若い人から教えてもらいながら、色々なオンラインサービスを利用したいと思います。
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